
当院でもあまり緩め過ぎず、変化の中でも安全性を求めていきたいと思います。

なんでしょう。新型コロナの問題も、5月に2類から5類に変わり、生活でのしばり所謂ルールも変わってきま
した。でもこちらは「具合が悪かったら外出は控えましょう」 とか「混んだ場所ではマスク着用を推奨」とか
お願いレベルだったり、「濃厚接触者とは呼びません」という 表現の変更だったりで、上記のようなバシッと
した新ルールではありません。5月8日からウイルスがなく なったわけではないのですから当たり前と言えば
当たり前です。ですから私たちは今まで以上に自ら情報を 収集し、自分の責任で身を守る行動を求められます。
「自分のことは自己責任で」という「新ルール」なんだと言えないこともありませんが。

 MLBはDH制ですから、普通は投手は投げるだけに専念し、ポジションがない有力な
 バッターが10人目として9人の打者に名を連ねる。投手は降板するとその試合の出番は
 もうなかったのですが、エンゼルスの中でも1，2を争うバッター。打たせない手はあり

ません。そこで10人で戦える試合を敢えて「投手でDH」なんて先発9人しか使わなくて、 降板後もDHで打って
いいよ、なんてルールを作ってしまった。投手が、打つのを専門とする 野手を押しのけて打順に組み込まれる
なんて今までなかったことです。こうして「ルール」は環境や技術や 時代の流れとともに変わっていくもの

 私たちが社会生活を営んでいくには、「守らなければならないこと」があります。共生
 共存の世界ですから、みんながバラバラに勝手なことをやってては収拾がつきません。
 その決まり事を、厳しい括りでいうと「法律」、身近なものだと「ルール」と言えるかも
 しれません。私が最近感心したのが「三苫の１ミリ」。デジタル技術が生んだルールです
 ね。昔は白煙が立ったどうかなんて言っていましたから。
 多分その人にしか適用されないのが「大谷ルール」。日本のプロ野球パリーグと同様、
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広報誌



   及川病院では医師を含む職員が４チームに分かれて啓発活動を行っています。
 今年もカフェ会・日曜検診など様々な活動に取り組んでいますのでご紹介します。

                AYAって何？ 〜未来の笑顔のために〜

及川病院では、3月4日から12日までの『AYA WEEK』の期間中に、
若い世代のがんについて考える取り組みを実施しました。
今後も若い世代の方に向けた乳がん検診の啓発活動などを行うとともに、
若い世代のがんの医療と支援のあり方について考えてまいります。

検診キャンペーン 2023.03.04(Sat)-03.12(Sun)
3月12日（日）に20〜39歳までの方を
対象に日曜検診を実施しました。 期間中、検診で

昨年に引き続き、患者様より 来院された方へ

「受けてよかった！」とのお声を頂きました。 プレゼントを

お渡ししました♪

事例検討会 2023.03.09(Thu )
『AYA世代の緩和ケア』をテーマに、緩和ケア事例検討会を開催しました。当院の緩和ケア科部⻑である
稲光医師をはじめ、緩和ケア認定看護師、在宅クリニックの医師や訪問看護師など、それぞれの立場
から「若い世代のがん」ケアの現場について語っていただき、ディスカッションを行いました。
当院の医療従事者をはじめ、Webライブ配信でもたくさんの方に参加していただきました。

〜つなげよう ⼤切な⼈への 検診バトン〜

⺟の⽇キャンペーン  2023.05.01(Mon)-05.31(Wed)
今年の⺟の日キャンペーンチームは、昨年度同様
「つなげよう 大切な人への検診バトン」のテーマに沿って、乳がん検診を
受けた方から大切な方へ検診をつないでいただくための「検診バトンクーポン」
を企画しました。及川病院では、AYA WEEKやピンクリボンなども含め
年に３回、日曜日の乳がん検診を行っているので、今年の３月のAYA WEEK
から５月の⺟の日キャンペーンへ、５月の⺟の日キャンペーンから10月の
ピンクリボンへ、10月のピンクリボンから3月のAYA WEEKへと、検診を受け
た方から大切な方へ検診をつなぐ特典クーポンの企画です。このクーポンを

利用された方の報告を受けた時は、バトンが渡った！と
チームみんなで喜びました。検診を受けた方のアンケートでは
嬉しいお⾔葉もいただきました。また、５月１４日の⺟の日
には全入院患者様へ栄養科からデザートサービスの提供があり
大好評でした。５月の検診受診者の皆様から頂いたアンケート
をもとに、今後も検診啓発に取り組んでいきたいと思います。

AYA

及川病院 ４つの 啓発活動の取り組み

⺟の⽇ チーム

Week チーム

Special Desert

ミルクプリンと
カラメルクリームの間に
フルーツをサンドし、

いちご・ビスケット・
チョコをトッピング



〜がんとわかった時から始まる  ⼤切な緩和ケア〜
及川病院では、緩和ケアを専門とする病院として昨年度よりオレンジバルーンプロジェクトに参加し、
緩和ケアの啓発活動を行っています。                    

  おいかわカフェ  2023.09.10(Sun)
今年度は9月を活動月間とし
「がんとわかった時から始まる大切な緩和ケア」をコンセプトに、
多くの人に緩和ケアを正しく知ってもらいたいという思いを込めて
活動する予定です。そのひとつとして9月10日に一般の方に向けて
「おいかわカフェ（緩和ケア講座）」を開きます。
「緩和ケアはいつから始まるのか」「緩和ケアはどこで受けられるのか」
「緩和ケアにはどのような専門職がいるのか」
など、お茶やお菓子を頂きながら、和やかな雰囲気の中で緩和ケアに
ついて話せる場を作りたいと考えています。また、当院に通院または
入院されている患者さんを対象に、治療中でも行えるおしゃれの一つ
としてネイルケアを紹介し、実際に体験して喜んでもらえるような
イベントも企画しています。

〜今の⾏動で未来が変わる 受けよう乳がん検診〜
私たちピンクリボンチームは毎年１０月にピンクリボン月間として、
乳がんを早期に発見できるよう検診の啓発活動を行っています。
今年は乳がん検診率向上に向けて、「日曜日の乳がん検診」に加え、
「Instagramでの活動紹介」「企業とのコラボ企画」の３つの活動に取り
組んでいます。多くの女性が乳がん検診に関心をもっていただける
ようチーム一丸となって活動いたします。

             ⽇曜⽇に乳がん検診を受けませんか？10月の⽇曜⽇に 乳がん検診を受けませんか？
自覚症状のない方を対象に超音波検査・マンモグラフィー検査を実施

及川病院       10月15⽇（Sun） 9：00〜12：00

六本松乳腺クリニック 10月29⽇（Sun） 9：00〜12：00

症状がない方の自費による乳がん検診料金（税込）を下記の様に変更いたします。

 問診＋視触診＋乳房超音波＋マンモグラフィ（2方向）：9,900円
 問診＋視触診＋マンモグラフィ（2方向）：6,600円
 問診＋視触診＋乳房超音波：5,500円
 福岡市による乳がん個別検診に、オプションで行う視触診＋乳房超音波：3,300円

オレンジバルーン チーム

ピンクリボン チーム

R5年10月より 自費診療の料金が変更になります



緩和ケア病棟では、今年も季節に合わせ節分や桜祭り、七夕などのイベントを行いました。また、６月には
九州大学落語研究会のボランティアの方による落語も開催されました。どのイベントもイベント係を中心に
飾りつけを行い、患者様やご家族様の笑顔が溢れる会となりました。

新型コロナウィルス感染症が5類に移行し、外来の検温は廃止しましたが、マスクの着用や手指消毒は継続
してご協力をお願いしています。
病棟に関しては、乳腺一般病棟は手術と化学療法の患者様が多く入院期間も短いことから面会制限を継続中
です。
しかし、緩和ケア病棟ではご家族や友人と過ごす時間を大切にしていただきたく、面会制限を下記の通り
変更しています。なお、外出・外泊はまだ制限中です。
＊緩和ケア病棟＊
 〇どなたでも面会できますが、1日3名まで（同時入室3名まで可能）です。
 〇患者様1⼈につき、面会時間は1日120分（9：00〜18：00）です。
  発熱のある方、感冒症状の有る方は面会を控えていただいています。

新型コロナウィルス感染症の５類移行後

緩和ケア便り

〇令和4年 手術件数
全身麻酔：422件
局部麻酔：23件
センチネルリンパ節生検：251件
乳腺腫瘍摘出手術（直径5㎝未満）：19件
乳腺腫瘍摘出手術（直径5㎝以上）：8件
Bp：20件
B1：2件
Bp＋SLNBx：106件
B1+SLNBx：125件

B1+Ax：26件
Bp+SLNBx+Ax：3

B1+SLNBx+Ax：15

リンパ節群郭清術：3件
乳管腺葉区域切除術：3件
胸壁悪性腫瘍摘出術：1件
乳房切除術：1

単純乳房切除術：1

ポート造設・抜去：23件

〇手術件数
全体445件
＜悪性腫瘍手術（原発）283件＞

〇外来患者数 78.5⼈／日

〇入院患者数 26.8⼈／日

〇平均在院日数（過去1年）
・乳腺一般病棟：8.8日
・緩和ケア病棟：26.8日


